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『新春　日南・松山クルーズ』のツアー中、
『ぱしふぃっくびいなす』が松山港に寄港！
 2014.1.9撮影

・【現場だより】
　●松山港外港地区岸壁(－１３ｍ)の舗装工事に着手
　●松山空港地下道周辺の液状化対策に着手

・「豊かなウォーターフロント」２０１３フォトコンテスト

・「ポート･オブ･ザ･イヤー２０１３」八幡浜港が四国で初の栄冠に輝く！

・四国初となるピーチが松山空港に就航！

Contens 
１９９８年に就航、日本籍で２番目に大きな 

クルーズ客船、総トン数２６，５１８㌧、全長 

１８３．４ｍ、客室数は２３８室(全室海側)、 

ダイニングルーム、ピアノサロン、プールサ 

イドデッキ、カジノゲームなどを持つ。 

「ぱしふぃっくびいなす」について 



　

　　　　　　　　

　　　　　　　　

 

 

 

 

 

 

 

松山港外港地区岸壁(-13m)の舗装工事に着手 

松山空港地下道周辺の液状化対策に着手 

航空輸送上重要な空港等については、地震被災時において、緊急物資等輸送拠点としての機能確保、航

空ネットワークの維持や背後圏経済活動の継続性確保を図るため、基本施設等の耐震化を実施しています。 

臨海部に位置する松山空港では、地震による液状化現象の影響で、滑走路の着陸帯直下に存在する地下

道（松山市道生石１６９号線）の浮き上がり、陥没等により滑走路が使用不能になる可能性があることから、航

空機の離発着に必要な滑走路延長を確保するため、今年度から、地下道周辺の液状化対策に着手しました。 

滑走路を横切る地下道 

断面図（イメージ） 地盤改良の施工状況 

松山港背後圏における企業の産業活動を支えるた 

め、他港からの二次輸送を強いられている石炭の輸 

送の効率化を図ることを目的に、松山港外港地区に 

おいて、水深１３ｍを有する国際物流ターミナルを整 

備中です。今年度から、岸壁完成に向けた最終段階 

となるエプロン部の舗装工事に着手しました。 

岸壁エプロン部にコンクリート舗装、クレーン基礎等 

を施工し、また、現在実施中の泊地浚渫工事も引き続 

き推進し、２０１５年度の岸壁完成に向け、港湾利用者 

の要請に応えていきます。 

岸壁エプロン部の施工状況 

 

 

地下道 

液状化対策

滑走路２,５００ｍ  



「豊かなウォーターフロント」２０１３フォトコンテスト 

＜コメント＞ 

画面を覆うように圧倒的な迫力 

で海峡にまたがる橋の連なり、 

広がりや奥行きと対照的に穏や 

かな海や優しい雰囲気を持つ島 

たちが絶妙なフレーミングで表現 

されている。自然と人工の融和が 

シャープに映し出されて爽やかな 

風、空気が海峡に漂っているよう 

だ。また大きなタンカーを良い場所 

に配する画面造りの巧みさには驚 

くばかりである。 

＜コメント＞ 

画面から溢れんばかりのボリュームでフレーミングした巨大 

な貨物船の進水式が素晴らしいシャッターチャンスで写され 

ている。サイドライトに照らされた船体は勿論、くす玉や風に 

揺れる沢山のテープ、風船がキレイにそして立体的に描写 

されている。カメラポジションに恵まれ船の甲板にある白い 

クレーンの塔や画面下に入れた紅白の幕と人々によって船 

の高さや大きさが見事に表現されている。 

大久保重義さんが国土交通大臣賞、石角尚義さんが国土交通省港湾局長賞を受賞！ 

 

（公社）日本港湾協会と港湾海岸防災協議会が公募した「豊かなウォーターフロント」２０１３フォトコンテストで

松山市の大久保重義さんの作品『彩かなる進水式』が国土交通大臣賞（最優秀賞）に選ばれました。 

このフォトコンテストは「海の日」のイベントの一環として毎 

年行っているもので、２０１３年は「海とみなと－その役割・防 

災・歴史・観光」というテーマで作品を募集し、全国から５６８ 

点の応募がありました。 

大久保さんの作品は、昨年１０月に今治市の造船所で行わ 

れた貨物船の進水式を撮影したもので、「全国一の賞を取る 

のは非常に難しいこと。受賞できてうれしい。」とコメントされて 

いました。 

更に、香川県三豊市の石角尚義さんの作品『雄大来島海 

峡第三大橋』が国土交通省港湾局長賞に選ばれ、今治市内 

で撮影された２枚の写真が、ダブルで受賞する結果となりま 

した。 



　　　国土交通省 四国地方整備局
　　　松山港湾・空港整備事務所

〒791-8058
松山市海岸通 2426-1
TEL　089-951-0161（代表）
FAX   089-946-8010

「ポート・オブ・ザ・イヤー２０１３」八幡浜港が四国で初の栄冠に輝く！ 

八幡浜みなっと全景

 

表彰式の様子

 

八幡浜港全景 

四国初となるピーチが松山空港に就航！ 

関西空港を拠点とするピーチ・アビエーション株式会社が、２０１４年２月１日（土）より大阪（関

西）－松山線の運航を開始し、松山空港ターミナルビルで記念式典が行われました。 

松山空港へは、ＬＣＣ（格安航空会社）ではジェットスター・ジャパン㈱が成田線を既に就航して

いますが、ピーチが四国へ就航するのは初めてとなります。 

２０１３年の「ポート・オブ・ザ・イヤー」に、四国で初めて愛媛県 

の八幡浜港が選ばれました。 

「ポート・オブ・ザ・イヤー」は、港湾の物流、人流、産業、観光、 

みなとまちづくり等の各種の港湾活動その他みなとに関する話題 

づくりにその年で最も優れ、我が国の港湾・臨海部の活性化に寄 

与し、「みなとの元気」を高めた港湾に贈られる賞で、毎年全国か 

ら１つの港湾が情報誌「港湾」読者の投票により選定されます。 

同賞の表彰式は２０１４年１月２２日（水）に行われ、公益社団法 

人日本港湾協会会長より八幡浜市長へ賞状及び盾が授与されま 

した。 

松山空港に到着したばかりの一番機 


